
平成２３年度 福井型コミュニティ･スクール推進事業実施報告書 

地域とのつながりを大切に 
小浜市立小浜第二中学校 

１ 取組みの概要 

（１）地域や家庭と学校の連携実績        （２）地域人材の活用（のべ人数） 

項   目 回 数  講師・ゲストティーチャー 

地域・学校協議会 ３回 ５人 

中学校区を単位とした協議会 ０回 授業ボランティア 

地域及び家庭への学校公開 ８回 ８日 ０人 

（３）特色ある活動 登下校支援ボランティア 

 

テーマ 「私たちがつくる未来の小浜」 

２人 

その他（環境整備ボランティア） 

２人 

 

具体的活動内容 

私たちがつくる未来の小浜「We Love OBAMA」 

 

１ 小浜市の課題を知ろう（５月１３日） 

 小浜市制６０周年を記念して、松崎小浜市

長を迎えて、小浜市の特色と、市が抱える課

題について熱く語っていただいた。市長から

は、小浜市の未来を担う中学生に、小浜市を

活性化していくアイデアを考えて、ぜひ市民

に向けて提案をしてほしいという依頼をい

ただいた。 

 

 

２ 学級ごとにテーマを決めよう（５・６月） 

 小浜市の活性化のためのアイデアを、

学級ごとに話し合った。 

「高齢者の暮らしやすい町づくり」「海・

山・川から 笑顔あふれるまちづくり」

など、各学級ごとにテーマを決め、具体

的なアイデアを班ごとに考え、学級で発

表した。休日に、市役所や公共機関、地

域の関係機関等に出かけ取材をするな

ど、意欲的に調査する班もあった。  

 

 



   

３ 学年発表会をしよう（７月１日） 

 学級で考えた町づくりのアイデアを、１

年生全体の前で発表した。調べたことを画

用紙や模造紙にまとめたことを、プロジェ

クターなども活用し発表した。独創的なア

イデアや、実現できそうなアイデアなども

たくさんあった。 

 

 

４ 本発表に向けて（夏休み） 

 小浜のまちづくりの提言を小浜市議場で

実施することになり、学年発表会でのアイデ

アをさらに発展させるため、有志によるプロ

ジェクトチームを作った。夏休み返上で、資

料収集や市役所への訪問などを積極的に行

ない、パソコンを使って、プレゼンテーショ

ンができるようにまとめていった。 

 

 

 

５ 市議会場での本発表（８月２３日） 

 初めて入る小浜市役所内の市議会場で、市

長や議長を前に、これまでの取り組みの成果

を発表した。A チームは「暮らしやすいまち

小浜」をテーマに、農業振興へのアイデアや

高齢者のサポート会社の設立などを、B チー

ムは「自然を生かした町づくり」をテーマに、

動物公園や水中ドームの建設などを提案し

た。後日、ケーブルテレビで、発表会の模様

が市内の家庭に放送された。 

 

 

成果と課題 

 議場で発表するという機会を得て、テレビや広報紙、新聞などでもその模様を紹
介していただいたことは、生徒たちの大きな意欲につながった。積極的にまちづく
りについて考えたことは、小浜市の課題を解決しようとするだけでなく、小浜市の
持つ魅力を再発見したり、地域住民との交流を深めることに大いにつながった。 

 
 


